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※事務局記入欄 

№ 11 

【様式２】 

エントリー学校名：山梨県立北杜高等学校 

活動名： 
食杜北杜プロジェクト 
~住み続けられるまちづくり実践~ 
解決すべき課題：【資料１】 
現状と課題①八ケ岳、南アルプスで育まれた豊かな水や自然環境を背景に、多くの農産物が採れ、域内地域
資源を活用した食品を製造する企業が多い。しかし、地域の食品関連企業は、一丸となって北杜市ブランドを
訴求できていない。 
現状と課題②市内には大学がなく、進学や就職にともなう転出が著しい。市外進学者や就職した若者が戻っ
てくる割合も年々低下。若者は市内の魅力ある地域資源や中小企業への理解が総じて高くない。 

目標・方針：【資料２】 
SDGs の開発目標を視野に入れ、プロジェクトを推進することで、域内外の人々が地域の魅力を再認識し、住
み続けられるまちづくりを実現する。 
活動内容：【資料３】 
域内①ワークショップを通して次世代を担う 

【高校生×中小企業者（新規創業者含む）による共同商品開発の実施】 
・魅力ある地域資源の再発見ワークショップ、商品開発アイディア出しワークショップの実施 
・中小企業者と高校生によるマーケティング戦略の立案 
・統一的な北杜市ブランド「食杜北杜」のもとで魅力ある地域資源を活かした新商品開発 
 ※域内中小企業者 8社、北杜高校２,３年生（８０名程度）の連携により実施 
②共同開発商品の地元常設販売の実施 
・地元駅構内、道の駅、スーパーマーケット等での常設販売 
 ⇒次年度以降も継続 

域外③都内における販売会等を通した魅力発信プロモーション 
・北杜市ブランドのもと共同開発した北杜市内中小企業者商品の都内販売 

活動の成果： 
中小企業者に対して、①多角的な意見を取り入れた新たな商品開発・②域内外で稼ぐ力の醸成・③次世代
の若者への情報発信・④域外へ魅力発信⇒北杜市の交流人口の増加 
次世代の若者に対して、①地域の素晴らしさを再認識・②北杜市への郷土愛の醸成・③定住及びＵターンの
増加・④地域課題解決型キャリア教育の推進・⑤進路の選択肢の増加 

アピールポイント（アイディアや工夫）： 
本校は、北杜市役所と包括連携協定を結んでおり、現在商工食農課とＳＤＧｓ開発目標に基づいた「山梨
県北杜市における『食と農』を活かした住み続けられるまちづくり推進プロジェクト」の中で「食杜北杜」の地域ブラ
ンド展開を行なっている。昨年度、地域の１０事業者の協力を得て商品を完成することができた。今年度も継
続的な商品開発およびＰＲ活動を計画している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  




